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〔ダンプ労働者・建設労働者等の労働条件改善にむけて〕   
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秋田運送支部は 11月 26日に団体交渉を行い、年末一時金に

ついて次のように妥結し、協定書を結びました。（こまかな支

給基準は、はぶきました） 

●日給月給制 

（基本給＋役職手当）×１．３か月 

 ※６５歳以上は１．１か月 

●歩合制 

  一律２５，０００円 

 

 また会社は、無事故無違反報奨の支給を１年に１回から３年

に１回へと減らす提案をしてきましたが、組合は不利益変更に

あたるとしてつっぱね、従来通りに支給されることになりまし

た。 

八
面
六
臂
（
は
ち
め
ん
ろ
っ
ぴ
） 

大
ニ
ュ
ー
ス
か
も
し
れ
な
い
。
ト
ラ
ッ

ク
・
タ
ク
シ
ー
免
許
が
１
９
歳
で
取
得
可

能
に
な
る
と
い
う
。
▼
そ
も
そ
も
の
発
端

は
２
０
０
７
年
６
月
２
日
よ
り
施
行
さ
れ

た
中
型
免
許
の
新
設
だ
っ
た
。
今
ま
で
運

転
出
来
た
４
ｔ
車
が
普
通
免
許
で
は
不
可

能
に
な
り
４
ｔ
ド
ラ
イ
バ
ー
の
圧
倒
的
不

足
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
中
型
免
許
は
２

０
歳
以
上
に
な
ら
な
い
と
取
得
出
来
ず
、

高
校
卒
業
生
の
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ
イ
バ
ー
が

消
滅
し
た
。
▼
業
界
団
体
は
１
８
歳
以
上

か
ら
で
も
取
得
出
来
る
免
許
制
度
へ
の
改

善
を
国
に
要
望
。
準
中
型
免
許
が
新
設
さ

れ
た
が
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
の
改
善
に
は

至
ら
な
か
っ
た
。
▼
そ
し
て
今
回
の
免
許

制
度
の
規
制
緩
和
だ
。
第
二
種
、
大
型
、

中
型
免
許
に
対
し
て
「
１
９
歳
以
上
で
普

通
免
許
保
有
歴
１
年
以
上
」
で
受
験
資
格

が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
来
年
の
通
常

国
会
に
道
路
交
通
法
改
正
案
の
提
出
を
目

指
し
、
早
け
れ
ば
２
０
２
２
年
に
も
実
施

す
る
予
定
だ
。
▼
こ
れ
は
間
違
い
無
く
改

善
と
言
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
ト

ラ
ッ
ク
現
場
の
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
今
ま

さ
に
起
こ
っ
て
い
る
危
機
だ
。
厚
生
労
働

省
に
よ
る
と
、
「
自
動
車
運
転
職
」
の
１
９

年
１
０
月
の
有
効
求
人
倍
率
は
３
・
１
５

倍
で
、
全
職
種
（
１
・
４
５
倍
）
を
大
幅

に
上
回
る
状
況
が
続
い
て
い
る
。
▼
こ
の

規
制
緩
和
で
若
い
人
た
ち
が
大
型
免
許
を

取
得
し
て
も
そ
れ
に
見
合
う
収
入
が
な
け

れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
は
改
善
さ
れ
な

い
。
私
達
労
働
組
合
の
力
で
労
働
環
境
の

改
善
を
勝
ち
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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 12月 5日午前中、秋田市文化会館で県労連・春闘懇主催の公

契約の適正化・公契約条例学習会、午後からは春闘討論集会が

行われ、全体で 42人（ズーム参加者含め）が参加しました。建

交労からは、農林支部、秋田運送支部、ダンプ支部各 1 人、本

荘清掃分会 2 人の計 5 人が参加しました。討論集会では、全労

連の黒澤事務局長が『大幅賃上げ・底上げでだれもが希望もて

る公正な社会を』と題して講演しました。 

黒澤氏は、講演の中で「日本の労働者の賃金はなぜ上がらな

いのか」という質問を発し、参加者が数人のグループをつくり

意見を出し合い、以下のような答えが出されました。 

★労働組合の力が弱い。株主が優先されている。会社がケチ。

内部留保をためて、はきださない。会社が先行き不安を言って

ため込む。組合に加入する労働者が少なく賃上げを要求できて

いない。会社が賃下げを強いて以降、元に戻そうとしない。 

※左の図も参照 

 1997 年以来、日本の労働者の実質賃金の指数が下がっていま

す。日本は 1997 年を 100 とすると、2020 年は 88.9 と下がっ

ています。一方諸外国は、リーマンショック(2008 年)のときも

コロナ危機でも実質賃金の指数が上がっています。（たとえば韓

国は 2020年 157.3、フランスは 131.8） 

 黒沢氏は質問に答えて、「これらの要因として、諸外国の労組

がストライキを背景に交渉をすすめるとともに、最低賃金の引

き上げについて国をあげて行い、何よりも当事者みずからが声

を上げている」ことなどを紹介しました。 

 最後に要求や願い、運動、仲間づくり（組織の拡大強化）を

一体にして春闘をがんばろうとしめくくりました。 

県労連・春闘懇が討論集会を開く 

 

年末年始の１２月２９日から１月３日、事務所は休みます。 
 

 

一 時 金

妥結 



 

 

 

  

  

  

 

  

 

 

  

 

 

 

  

 

    

 

 

 

 

   

  

   

  

 

 

 

  

 

   

  

 

 

 

  

   

  

  

 

【前回の答え】 芸術（ゲイジュツ） 

 応募者 3名、正解者 3名でした。 

個人加盟の笹耕市さん（74歳）に 1,000円の図書カードを送

ります。答えをハガキかファックス、メールで送ってください。

正解者の中から 1 名の方に 1,000 円の図書カードを贈ります。

その際、住所・氏名・年齢（さしつかえなければ）・支部・分会

名を忘れずに書いてください。初めての方の投稿大歓迎です！ 

応募のしめ切り⇒12月 25日の消印まで有効。発表は次号で。 

ヒント→〇〇〇〇カ…12月 31日 

余白に意見や組合への要望などを必ず書き添えてください。 

とく名、ペンネーム可。 

仲間の皆さん、ふるって応募を！ 
 

《あて先》〒010-0976 秋田市八橋南 1丁目 2番 29号 

               Fax.018-823-7751     

建交労秋田県本部「なかま」クイズ係 
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カギを解き、二重枠に入る文字

を並べてできる言葉は何ですか。 

【タテのカギ】 

 ①青年よ――を抱け ②――は

友を呼ぶ ③坂になっている道 

④朝昼―― ⑥――を憎んで人を

憎まず ⑧――休業 ⑪腐っても

―― ⑬木造―― ⑭過密の対 

⑮金銭の――借り 

【ヨコのカギ】 ①バス――、――ケット ③年齢の――を読む 

⑤無得点で――の終り、ついに予選落ち ⑦奈良公園にたくさんい

る ⑨食パンにもある ⑩役柄が――につく ⑫地上の対 ⑭家

庭生活を営む能力を育てる科目 ⑯――得勘定 ⑰動物の――を

担当する生き物係 

 

2021年12月6日 

日

毎
日
の
日
の
出
は
遅
く
、
日
没
は
早

い
夜
長
の
秋
に
な
り
ま
し
た
。 

こ
こ
二
年
間
は
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

忘
新
年
会
は
全
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
今
年
は
よ
う
や
く
一
件
の
案
内

が
き
ま
し
た
。
新
規
感
染
者
数
は
驚
異

的
に
減
り
ま
し
た
が
、
感
染
対
策
を
怠

ら
ず
、
飲
み
過
ぎ
ず
に
楽
し
ん
で
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

秋
田
ダ
ン
プ
支
部
千
秋
分
会 

佐
藤
正
樹 

５
９
歳 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

第
２
３
回
県
本
部
大
会
の
成
功
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
執
行
部
の
御

活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
天
下
の
愚

策
、
今
さ
ら
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
で
も
な
い

が
、
会
計
検
査
院
の
２
０
年
度
決
算
報

告
に
よ
れ
ば
８
２
７
２
万
枚
（
１
１
５

億
円
相
当
）
の
ア
ベ
ノ
マ
ス
ク
が
余
剰

分
と
し
て
保
管
さ
れ
、
そ
の
保
管
費
と

し
て
６
億
円
が
支
払
わ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
。 

 

何
た
る
税
金
の
無
駄
使
い
か
。
私
は

赤
字
だ
ら
け
の
家
計
簿
を
な
が
め
大
き

な
た
め
い
き
を
も
ら
し
て
い
ま
す
。
サ

ク
ラ
を
見
る
会
な
ど
国
の
財
政
と
自
分

の
金
融
の
け
じ
め
が
つ
か
ず
、
国
民
的

な
批
判
を
恐
れ
、
病
気
を
理
由
に
国
政

を
投
げ
出
し
た
男
が
、
今
派
閥
の
親
分

と
し
て
よ
み
が
え
り
、
世
の
中
を
ま
す

ま
す
変
な
方
向
へ
引
き
づ
っ
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
闘
い
は
、
今
か
ら
で
す
。 

 

福
岡
県
本
部
田
川
支
部 

 
 

 
 

 
 

 
 

原
田
節
生 

８
７
歳 

 
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

市民・労働者の力あっての共闘 

 自公政権の継続か、市民と野党の共闘による政権交代かが鋭く問われた歴史的な総選挙が 10月 31日、投

開票された。結果、投票率は伸び悩み、自民が過半数を獲得、自・公政権の継続を許した。今回の選挙は市

民連合と野党４党が 20項目の政策に合意し、さらに立憲民主党と日本共産党が、政権協力での合意を確認。

小選挙区の調整を行い、２１４選挙区で一本化されるという今までにない体制でたたかわれた。これによっ

て自民の大物政治家の落選が続き、自民が議席を減らすという事態を生んだ。 

 しかし一方で野党共闘の中身が十分に浸透せず、維新の会の躍進を許した。改憲勢力で新自由主義の推進

論者の維新は自民の補完勢力以外の何物でもないということが理解されていない。大阪発の増殖は止まらず

関東へも…。当分は続くのか。 

 今回の選挙の争点は、新自由主義を終わらせ低賃金の克服、気候危機の打開、ジェンダー平等、憲法９条

を活かす平和外交などが重要な要素であった。しかしこれらの浸透は限定的だ。 

 知人のオールドコミュニストは「ジェンダー、気候危機で票になるのか」と懐疑的だった。深刻化するこ

れらの課題が 20代、30代の心を揺り動かし行動へと駆り立てる時、真の変化が起きるのでは…。労働者の

力の強化、市民の政治的圧力の増大なしに、野党共闘の真価は発揮しない。 

 

飯田光徳 社会福祉法人「野の花福祉会」 

 

 

 

瀬
戸
内
寂
聴
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た
。

「
正
義
の
戦
争
は
な
い
」
と
断
言
し
、

右
傾
化
、
軍
事
主
義
化
す
る
ア
ベ
政
権

を
批
判
し
、
行
動
す
る
方
だ
っ
た
。
天

寿
を
全
う
し
た
の
だ
ろ
う
け
ど
惜
し
い

人
を
失
っ
た
。
冥
福
を
祈
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
今
回
の
衆
議
院
選
挙
で
な

ぜ
自
民
党
は
圧
勝
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

コ
ロ
ナ
対
策
に
失
敗
し
、
無
為
無
策
ぶ

り
を
露
呈
し
た
の
に
選
挙
に
勝
つ
。
自

民
党
の
や
る
こ
と
を
無
批
判
に
受
け
入

れ
、
支
持
す
る
人
が
い
る
。
ま
る
で
宗

教
・
自
民
教
み
た
い
だ
。 

や
れ
や
れ
・
・
・
。 

個
人
加
盟 

笹 

耕
市 

７
４
歳 

 

1 月 16 日に予定していた県本部の春闘討論集

会（県本部委員会）・旗びらきは、正月をはさんで

新型コロナの拡大が危惧されため、中止します。 

 

 

 

 


